
 
 
 

 
■ 魅力ある大阪や堺の街をアピール ■ 

関西大学大学院理工学研究科の学生が 

乗車券「のんびりおでかけん」を企画・提案 
～７月１６日（金）のオープニングセレモニーにも参加～ 

 
   関西大学環境都市工学部北詰恵一（きたづめ・けいいち）准教授の研究室に所属する大学院理工学研

究科の学生２名が企画・提案した、阪堺電気軌道株式会社（以下、「阪堺電車」という）と通天閣観光

株式会社（以下、「通天閣」という）との共同企画乗車券「のんびりおでかけん」が７月１６日（金）

に発売されることになりました。 
 
   関西大学は、大学と地域とのさらなる連携強化を目的に２００５年４月に地域連携センターを設立す

るなど、地域連携に積極的に取り組んでいます。学生は、この取り組みが、地域の魅力をアピールし、

地域連携に大きな役割を果たすのではないかと考え、乗車券の企画を提案しようと考えました。 
 
   一方、阪堺電車は、これまで独自での他企業とのタイアップ企画を行ったことはなく、沿線を中心と

する大阪の素晴らしさや堺のまちの魅力を乗車券販売の中で盛り込むことができないものかと、検討を

続けていたことから、両者の思いが一致し、共同開発が実現しました。 
    
   企画の提案にあたって、学生は、阪堺電車の沿線に、大阪の代名詞ともいえる通天閣があることに着

目しました。通天閣に鎮座する幸運の神「ビリケンさん」のご利益を多くの人に授かってもらいつつ、

阪堺電車に乗って、昔ながらの面影を残した大阪市南部や、対明貿易や南蛮貿易など海外との交流拠点と

して大きな発展を遂げた堺のまちをのんびり巡る、そのような機会を提供できるタイアップ企画乗車券なら、

大阪の魅力をあらためて感じてもらえると学生は考え、企画しました。また、乗車券の名称についても、「ビ

リケンさん」にあやかり、「のんびりおでかけん」と命名しました。 

 

７月１６日（金）の発売初日には、阪堺電車恵美須町停留場において、セレモニーが開催され、学生

も出席する予定です。阪堺電車と通天閣が共同で販売する企画乗車券の報道発表資料については、別紙

を参照してください。 
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